
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で巡る 

江戸期の鋳銅の 

大型露座仏 48 体 

－立像身丈 5.5m・座像高 3.6m の 

 造形美とつくりかた－ 

日時 : 令和元年１１月４日（月・祝） 

     １０：３０～１２：００ 

場所 : 富山市婦中ふれあい館 ２階大研修室 

対象 : 一般 

講師 : 富山大学 芸術文化学部 教授 三船
み ふ ね

 温
は る

尚
ひ さ

 氏 

主催：富山市立図書館交流行事運営委員会 

問合せ：富山市立婦中図書館 

富山市婦中町砂子田 1-1 076-465-4493 

歴史セミナー 

参加無料 

申込不要 
 

 

江戸時代に多く造られた大型の仏像は、 

関東を中心に東は岩手県、西は香川県に、 

現在 48 体残っています。 

調査した際に撮影した仏像の画像をもとに、 

江戸の人々の造形を鑑賞します。 

宇都宮大仏（栃木 善願寺） 

 


